


2 0 0 0 年の 1 0 月に産声を上げた緩和ケアセンターが、今年で
５歳になりました。

　大学病院はもとより、県内、県外からも多くの患者さんが来

られて、また旅だって行かれました。スタッフも開設当初から

は大分入れ替わりました。この間多くの方々に支えられて、看

護師さんや医師の方々はもちろん、スタッフやボランティアの

方々も最大限の努力と熱意を緩和ケアセンターでの働きに注ぎ

込むことが出来た事に心から感謝を捧げたいと思います。

　緩和ケアセンターは、十分に理解されているとは言えず、当

初から「お看取り病棟」だとか「乳母捨て山病棟」とか言われ

てきました。患者さんや家族は、頭では現実を理解していても、

心の何処かで治りたい、治るかのもしれないという思いをどう

しても捨てきれず、これらの切ない想いが言わせる言葉だと思

います。しかし、これらの方々が、緩和ケアセンターで過ごさ

れるうちに穏やかになって緩和ケアの本来の意味を理解して、

人生を全うされるのを何度も経験することが出来ました。

　緩和ケアの精神として　「残り少ない限られた人生を、その

人がその人らしく生きていくために患者さんと家族に可能な限

り最高のＱＯＬを実現する事」とありますが、目標として掲げ

るには易く、これを行なうのが如何に難しいかを肌身に感じて

は、その都度気を取り直し、前向きになって無我夢中で歩んで

きたのが、この 5 年だったように思います。その意味で５年と
いうのは、一つの区切りに過ぎませんが、振り返れば、誕生か

ら今日までの成果をはっきりと見ることができるのではないで

しょうか。

　これまでの５年が無我夢中だったとするなら、これからはよ

り着実な歩み方が必要になるでしょう。今後は、決意を新たに

して、これまで以上に大学病院の緩和ケアセンターとしての特

色を生かし、患者さんや家族から信頼される病棟に発展してい

かなければならないと思います。

緩和ケアセンター開棟 5 周年を迎えて

　　　　　　　　　　　　　　　　　センター長　　M.Y .
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　平成１２年９月２５日、ようやく看護師全員

が緩和ケアセンターに揃いました。手分けして

清掃し、届いた荷物を忙しく取り出し、１０月

１日のセンターオープンに向け準備を始めまし

た。２８日には、模擬入院も控えております。マ

スコミが入り、どこか落ち着かない、それでい

て希望に満ちた始まりでした。

　当センターは、日本で初めて聖隷三方原病院に緩和ケア病棟が誕生してから　

１９年目の設立になります。平成１７年１２月１日現在のわが国の緩和ケア病棟

（届出受理施設）は、153 施設2890 床までに増加いたしました。しかし、年間の

がん患者死亡者数３０万人という数に比べればはるかに少ない数です。

医学が進歩し、どのような治療が行われたとしても救うことのできない病があ

ります。「治りたい」「元気になりたい」、それは患者様とそのご家族の悲痛な願

いでもあります。

近代ホスピスの創始者シシリー・ソンダースは、患者様の苦痛を全人的苦痛と

して捉え、身体的苦痛、精神的苦痛、社会的苦痛、スピリチュアルペインの４つ

の苦痛を提唱しました。理解できるまでには努力が必要ですが、これらのことを

教えて下さったのは、もちろん患者様とそのご家族の皆様でした。患者様やご家

族の悲痛な訴えや、限られた日々を精一杯生きようとするその姿は、私たちに人

間としての生き様、人生の終焉の有り様を教えてくださいました。

振り返れば、今から５年前の私たちは、患者様を前にして右往左往し、ケアの

あり方に迷っていました。果たしてこれでいいのだろうか、と疑問を感じており

ました。翌年３月、日本における先駆的な緩和ケア病棟のスタッフであった方を

講師に迎え、実際に仕事をしてもらいながら指導を受けることになりました。不

安だった私たちにとっては、少し、自信が持てるようになった実地研修でした。

あれから５年、今は、無理なくそっと患者様とそのご家族に寄り添うことができ

るようになりました。

また、精神科医によるリエゾンコンサルテーション、音楽療法士による音楽療

法、PT・OTによるリハビリテーション、栄養士による食事相談、地域医療連携セ

ンターのMSW、ケアマネージャーによる相談、ＷＯＣセンターとの連携、他科の

専門医による相談、そして、当センター専属ボランティアによる支援など、患者

様とそのご家族を取り巻く緩和医療体制が整ってまいりました。また、待望の看

護学生に対する緩和ケア教育も始まり、少しずつではありますが、教育病院とし

ての役割を担う体制ができつつあります。

最後になりましたが、ここまで支えて下さいました多くの関係者の皆様に深く

感謝申し上げます。

緩和ケアセンターの開設から今

　　　看護師長　S . I .
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　 　 　 　 　 緩和ケ ア セ ン タ ー で学ん だ 「 思い や り の心」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ボラ ン テ ィ ア コ ーディ ネータ ー　 E. S.

　 韓国ド ラ マ「 冬のソ ナタ 」は自分を捨てて相手の倖せを祈る生き方が描かれ

ていた。 緩和ケア病棟にも そ んな精神を持つボラ ン テ ィ ア が 30名おり 、 午前

中は生花のア レ ン ジ・ 配茶配膳・ 受付の対応・ 植物管理、午後は患者様ご家族

がス タ ッ フ やボラ ン テ ィ ア と 共に憩いの時間を過ごすテ ィ ータ イ ムがある 。

　「 人にエ ネルギーを与えるのは人」 と いう CMがある 。ど れほど立派な設備が

あろ う と 、そ の中で人と 人と の温かい心の交流がないと し たら ど う だろ う 。安

ら ぎを感じ る こ と はないと 思う 。ボラ ン テ ィ ア は「 社会的環境・ 温も り の空間」

を創り 出し 、患者様ご家族と の家庭的・ 人間的な関わり を大切にする目的で導

入さ れ、セン タ ー内に無く てはなら ぬ存在である 。チームケア の一員と し て黒

子に徹し た働き を し 、各自の才能を生かし ながら 布カ バーや誕生祝いカ ード な

ど季節感のある空間作り やイ ベン ト の企画運営に励んでいる 。開設当時から 今

日ま で道なき と こ ろ に道を つける役目を果たし てき たス タ ッ フ やボラ ン テ ィ

ア 、 そ のご家族も ま た 陰の奉仕者 と し ていて く だ さ っ た こ と を忘れてはな

ら ない。 心から 御礼を申し上げたいと 思う 。

　 以前ボラ ン テ ィ ア活動に対し 「 私与える人」「 あなた受ける人」 と いう 感覚

でいる人を見てき たが、嬉し いこ と に緩和ケア セン タ ーにはそ れがない。ある

のは「 捧げ合い」 の日常である 。「 こ こ の看護師さ んにはド ラ えも んのポケ ッ

ト があるみたいなの。困っ て相談する と 色々工夫し て対応し て く れるのよ 」と

嬉し そ う に語ら れたご家族がおら れた。スタ ッ フ の持つド ラ えも んの魔法のポ

ケ ッ ト 、そ こ には何が入っ ているのか。そ れは相手の立場に立つ思いやり の心

があるのではないだろ う か。ステキなネイ ルア ート を見せに来て く だ さ る患者

様がおら れた。「 見せて く だ さ いな」「 お洋服に合わせたお色ですね」 など と 言

いながら 人が寄っ て く る 。聞けば「 人が喜んで く だ さ る のが嬉し い」 と 言う 。

患者様の誕生祝いにギタ ーを抱えお部屋に入る ド ク タ ーの姿がある 。やっ ぱり

患者さ まの笑顔から おつ り が来るほど元気を も ら う そ う だ 。すべての人間は他

者の喜びが自分自身の喜びなのだと 思う 。

　 互いに支えあいつつ今同じ時を生き ている 。妙な一体感が湧いて く る のは私

だけだろ う か。人が人と し て大切に さ れる場所の緩和ケア セン タ ー。私も「 心

の豊かさ 」 を目ざ し て日々励んでいこ う と 思う 。



スタッフコメント集

Y.H.　　１７階スタッフ各々の音を奏でながら、１７階のオーケストラを創

り、 患者さま ・ ご家族をみんなで支えていきたいと思います。

I.C.　　３年目に入り、ようやく患者様のペースに合わせてお世話できる

ようになった気がします。

Y.S.　　多くの患者様、御家族に支えられた5年間は私の財産です。若

さは薄れても、 私なりの持ち前で歩んでいきたいです。

T.T.　　多くの患者様、 ご家族、 スタッフとの出会いが財産となり、 ５周

年を迎えることが出来ました。

S.C.　　笑顔をいつも忘れず、 ひとつひとつの言葉 （言霊） を大切に

していきたいと思います。

E.T.　　月日の早さに驚き振り返れば月日以上の温かく優しい仲間に

いっぱい支えられていました。

K.K.　　患者様や御家族の方々など多くの出会いが日々学びにつながっ

ております。

C. M.　 ラ ウ ン ジでの語ら いのひと 時、皆さ ま と 心の通い合いを重

ねながら 、 さ ら に続いてい く こ と を願っ ています。



H.G.　　開設時の皆様のご苦労に感謝。 多くの方々の優しさに支えら

れた貴重な2年間でした。

M.E.　　2年目のまだまだ未熟さを反省する毎日ですが、多くの患者様

との出会いが私の貴重な財産になっています。

T.T.　　たくさんの方々との出会い、心の支え合いによって５周年を迎

えることができました。

M. I . 　 　 多く の方々に支えら れている こ と を実感し ています。患

者様、 御家族　 今ま での PCUチームの皆様に感謝です。

A.I.　　患者様やご家族スタッフ、 皆の笑顔が素敵な病棟で働けること

を幸せに思っております。　　　　　　　　

Y.N.　　患者様と御家族、温かいスタッフの支えでなんとか５年進んでき

たこと実感しています。

M.K.　　５周年おめでとうございます。 かけがえのない皆さんとの出会

いに感謝します。

Y.N.　　５周年おめでとうございます。病棟の温かい雰囲気の中　私も

温かな視点で看護していきたいと思います。

スタッフコメント集



　 　 　 「 四苦八苦」 が教え て く れる こ と

　 　 　 　 　 　 T .N .

「 四苦八苦」 の四苦が 「 生・ 老・ 病・ 死」 である こ と は比較的よ く 知ら れて

いますが、 では残り の４ つは何かと いいますと 、 こ れが終末期医療と は切っ ても切

れない関わり があるものばかり です。

ま ず、 「 愛する ものと 別れなければなら ない苦し み」 。 家族、 肉親、 親し い友

人、 恩師、 教え子をはじ めと する出会っ たこ と によ り 自分を支えて く れている と 思

える人々すべてと 別れなければなら ない辛さ です。

次に、 「 憎むべきものと 出会わなく てはなら ない苦しみ」 。 自分を陥れよ う と し

ている人と ま で言わなく ても、 自分の願いど おり に動いて く れない、 あるいは語り

かけて く れない人はい く ら でもいます。 そのたびに人は心を乱さ れてし まいます。

がん告知がう ま く いかなかっ た場合、 心なら ずも医師が憎悪の対象になっ てし ま う

こ と すら あり ます。

そし て、 「 求めよ う と し ても得ら れない苦しみ」 。 いつまでも長生きし たい、 は

欲張り すぎと し ても 、 なんと か治り たい・ 進行が止まっ てほし い、 と いう 思いは、

治ら ないがんを抱えてし ま っ た人たちの共通の願いでし ょ う 。

最後に、 「 心、 体、 環境など すべてを形作っ ている も のに と ら われている苦し

み」 。 緩和医療で少し援助の手を差し伸べる こ と ができる と すればこ の苦し みの一

部ではないかと 思われます。 身体の痛み、 呼吸困難、 吐き気、 う つ状態、 せん

妄　 など 、 コ ン ト ロ ールの必要な緩和ケアの諸症状は、 すべてこ れに 該当し ます。

人間が死を前にし て様々な束縛から離れて自由になるためには、少なく と も こ れ

ら 後半４ つの苦しみが軽く なっ ている必要があり そ う です。 死が永遠の別れではな

く いつまでも心の中で繋がっ ている と 思えるよ う になる こ と 、 怨みを 抱きたい相手

さ えも赦す気持ちを持てるよ う になる こ と 、 人間は同時に二つのものを手に入れる

のは難し いと 悟る こ と 、 こ れら は個人に対し て考え方の転換を迫る こ と かもし れま

せん。 なかなか容易なこ と ではないだろ う と 思います。

ですが、 自転車のり 、 鉄棒の逆上がり 、 剣玉、 お手玉、 立体視、 など最初は

全く できなかっ たのに、 ある日突然、 あるいは練習の結果でき るよ う になっ た経験

を多く の人が持っ ているはずで、 それと 同じ よ う にと ら われた見方から離れる こ と

ができ 、 ス ッ と 力が抜け大きな喜びと 共に新たな展望が拡がる瞬間を感じ る こ と も

あるのではないでし ょ う か。

四苦八苦の末に、一歩進化し た成長し た自分に出会う こ と 。 人間にと っ て人生の

最後に習得すべき大変重要な事項なのかも し れません。 緩和ケア病棟・ ・ ・ 症状

コ ント ロールも大切ですが、 患者さ んの最期の学びを邪魔しないよ う にしなければ、

と 思っ ています。





　 当院の緩和ケ ア セン タ ーが開設さ れ５ 周年を迎え る こ と が出来

ま し た 。 なに も 判ら ない手探り 状態か ら 始ま っ た 緩和ケ ア セ ン

タ ーは、 皆様の支え と 、 患者さ ま と ご 家族の愛と さ ま ざ ま な想い

の涙に出会いながら 成長し て き ま し た 。 ボラ ン テ ィ ア の皆様の協

力に よ っ て季節毎の社会の風を吹き込んで頂き 、 患者さ ま のすて

き な笑顔に癒さ れる こ と も た びた びでし た 。 こ こ での日々のケ ア

は、「 ケ ア の本質」 を感じ さ せて く れる も のだ と 実感し て いる今日

こ の頃です。

　 今後と も ス タ ッ フ 一同 力を合わせ、 頑張っ ていき ますのでよ ろ

し く お願いいたし ます。 　 　 　 　 Y. H.
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表紙　 ボラ ン テ ィ ア 　 K. K.

編集後記

患者様の声

　 　 看護師、 ボラ ン テ ィ ア 、 先生方の手厚い看護に感謝 　 　

　

先日ま で、 １ ７ 階緩和ケア セン タ ーで義母がお世話になっ てい

ま し た 。 師長さ ん始め 、 看護師の方々やボラ ン テ ィ ア の方々、

そ し て先生方の手厚い看護のおかげで、 苦痛も な く 静かに息を

引き と る こ と ができ ま し た 。 家族一同、 大変大変感謝し て おり

ます。 今後も 、 同じ 病気で苦し む方々に こ れま で同様の心ある

ケア を お願いいた し ま す。 本当にあり がと う ご ざ いま し た 。 　

　 　 　 　 （ 入院患者様ご家族様よ り ）
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